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NGAにはその立場上、活動に際して一定の御経験等が必要とされます。また、当委員会では、NGAとして活動いただくにあたり、御本人の御意向を伺った上で各種御協力をお願いしたいと考えております。つきましては、新規にNGAとしての登録を希望される方におかれましては、下記の各欄（1．国際的な業務・研究等の経験、2．競争法に関する活動実績及び3．今後のICNの活動への貢献希望）についてすべて御記入の上、締切り（7月18日中）までにicn@jftc.go.jpへメールにてお送りください（提出必須）。このほか、既存の略歴等をお持ちの場合、本様式に加えて同略歴等もお送りいただければ、参考にさせていただきます（本様式以外の資料の提出は任意）。頂戴した情報に基づき公正取引委員会において検討を行い、登録可否が決定した場合は、その旨を通知するメールにて速やかにお知らせいたします。
新規にNGAとして活動いただくには、原則として、下記1の各項目のいずれか及び下記2の各項目のいずれかについて御記入があって、かつ、下記3の各項目のいずれかについて御記入があることを要件とさせていただきます。


所属：　　　　　　　　
氏名：　　　　　　　　

1．国際的な業務・研究等の経験
以下の(1)から(4)について、いずれか一つ以上を具体的に御記入ください。

(1)　留学・在外研究の経験
	記載例：2023年7月～2025年6月　米国○○大学ロースクールにて○○の学位を取得
（御記入時には記載例を削除の上御記入ください。以下同じ。）



(2)　国際機関等で働いた経験
	記載例：2023年7月～2025年6月　OECD事務局に勤務



(3)　国際会議・セミナーへの貢献（単なる参加を除く）
	記載例：2022年5月　○○会議の○○のセッションにパネリストとして登壇し、○○について発表するなどした。



(4)　その他国際的な活動について
	記載例：海外居住歴



2．競争法に関する活動実績
　以下の(1)から(3)について、いずれか一つ以上を具体的に御記入ください。

(1)　独占禁止法／外国競争法関連の執筆の実績
	記載例：『○○』（○○出版、2022）、「○○の考察」（『○○』○号　2022年、○頁）



(2)　独占禁止法／外国競争法関連の会議・セミナーへの貢献の実績
	記載例：2022年7月　○○会議の○○のセッションにパネリストとして登壇し、○○について発表するなどした。



(3)　その他独占禁止法／欧米競争法に関する活動実績について
	記載例：競争当局での勤務経験（2022年から2024年までの間、○○に所属し、○○業務に従事）



3．今後のICNの活動への貢献希望
　所属を希望される作業部会を明記いただきました上で、以下の(1)から(3)について、いずれか一つ以上を具体的に御記入ください。

　作業部会名：　　　　　　　　　　
※　所属を希望される作業部会数に上限はございません。

[bookmark: _Hlk200551953](1)　ICNテレセミナー／ウェビナー／成果物策定への具体的な貢献希望
	記載例：○○作業部会の「○○」のテーマにおいて、これまでの○○の経験を活かしスピーカーを務めたり、コメント提出を積極的に検討したい。



(2)　ICNワークショップへの具体的な貢献希望
	記載例：今期予定されている○○ワークショップにおいてモデレーター又はスピーカーを務めたい。



(3)　ICN年次総会への具体的な貢献希望
	記載例：今期予定されている年次総会における○○作業部会のセッションにおいてモデレーター又はスピーカーを務めたい。
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